
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 奥州市江刺区愛宕字前中野255番地 主な構造・工法 木造軸組外断熱パネルSR工法 

グループ構成 合計 15 社（原木供給／0 社、製材／1 社、建材流通／3 社、プレカ
ット／1社、設計／1社、施工／1社、その他／9社） 価格帯 1,000～1,500万円 

代表者名 松坂弘光（佐野建設株式会社代表取締役） 価格の基準面積 100㎡ 

主な受賞歴等  価格に含まれない 
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
及川真由美 
[メール] info@sanokensetsu.co.jp 
[電話] 0197-35-0811 [ＦＡＸ] 0197-35-0920 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http://www.sanokensetsu.co.jp   

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
広さより使いやすさにこだわったコンパクトハウス 
●小さいながらも住む人の動線を意識し、どこへ行くにも無駄なく移動でき
ストレスを感じません。 
●家事動線を第一に考え、キッチンを家の中心へ配置。買い物帰りも玄関か
ら近く、サニタリーや各室も近く感じられ家事も楽々です。 
●LDK をオープンスペースにすることで広々とした団らんスペースを確保
しています。 
 
岩手の風土にあった土間のある家 
●家と自然をつなぐ土間スペース。玄関を通らず家庭菜園や庭仕事へ、また
親しいご近所さんとの語らいの場やペットの遊び場として、さまざまな使
い道のある空間です。 
●和室を土間に隣接させることで、客間としてスムーズにお客様を迎える事
ができるように配慮しています。 
●2階はフリースペースを設け家族の共有スペースに。家族の変化に合わせ
て部屋も増やせる間取りになっています。 
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岩手県全域 
[グループの特徴とメッセージ] 
●私達が目指すのは、地域の気候風土にあった四季を通じて快適な暮らしと、住む人が使いやすく次世代に受け継いでいける 
 住まいづくりです。そして、地域の景観に調和した外観デザインも大切だと考えます。 
 風土に合った家づくりのノウハウを活かし、独自のSR工法により高耐久・高性能な住まいを実現しています。 
●また、家族の成長や変化に合わせて、いつでもリフォームできるような構造・間取りを重視し、 
 広さよりも使いやすさ・動線を意識した住まいをご提案したいと考えています。 
 そして、木のぬくもりを活かし自然素材に囲まれた心と身体にやさしい住まいです。 
●風土に根差し、世代を超えて、未来への資産として地域の自然と共に末永く住み続けることができる住まいを 
 ご提案させていただきます。 

岩手県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。

コンパクトハウス外観 

コンパクトハウス間取り 
岩手の風土にあった 
土間のある家 


